トルストイ 翁に 従えば、 女 は 自身の 上に 必然に 置か 

れ ている 使命、 即ち 労働に 適した 子供 を 出来るだけ 沢 

ま、， -V 

山 生んで- J れを 哺育し か つ 教育す る ことの 天賦の 使命 

ささ 

に 自己 を 捧げねば ならぬ と 教えられ、 また エレン • ケ 

ィ 女史に 従っても 女の 生活の 中心 要素 は 母と なること 

であると 説かれる。 そうして トルストイ 翁で は 男の 労 

働に 対してす る 余力 ある 女の 助力が 非常に 貴い もので 

あると して 許容せられ るに 反し、 ケィ 女史で は 女が 男 

と共にす る 労働 を 女 自身の 天賦の 制限 を 越えた 権利の 

濫用 だとして 排斥 せられる 相異が ある。 また トルスト 



かり を 中心 要素と せねば ならない か、 そういう 決定的 

使命が 何に 由って 決定され たか。 私の 意識に はこの 疑 

問が 先ず 浮ぶ。 そうして トルストイ 翁の これに 対する 

答え は 「人類の 本務 は 二つに 分れる。 即ち 一は 人類の 

幸福の 増加、 他 は 種族の 存続。 男 は 後者 を 履行す る こ 

とが 出来ない ようにされ ている ので、 主として 前者に 

まで 召命され ている。 女 は 彼らの みが それに 適して い 

るので、 全然 その後 者に 召命され る。 …… その 本務 は 

人間に 由って 発明され たもので なく、 物事の 本性の 中 

にある ので ある」 (加 藤 一 夫さん の 新訳 『我等 何 を 為す 

べき か』 に 拠る) と言われる。 



言い 換れ ばより 好く 生きて 行こうと する 根本 欲求の 実 

現の 外に 何もない の を 見た。 これが 人間性の 全部で あ 

る。 

私の 考察が 間違って いないなら、 この 唯一の 根本 欲 

求に は 人間の 万事が 含まれて いる。 トルストイ 翁の 言 

われた 「種族の 存続」 も その 万事の 内の 重要な 一 大事 

として 私に は 見られる。 そうして 人類の 本務 < 類 

の 幸福の 増加 —— に は 総ての 人間が 平等に 参加し、 男 

女の性に 由って 外面の 状態に 差別 はあって も、 本質的 

あわ 

に は 男 も 女 も 平等の 人間と して 人間性の 完成に 力 を 協 

せて いるよう に 私に は 見られる。 勿論 世の中に は 男女 



職業の 関係から 学者、 宗教家、 探検家、 教育家、 飛行 

機 家、 看護婦な どのように 結婚 を 避ける 人た ちが ある。 

その 人た ち は 結婚して 親と なること にみ ずから 一 種の 

不幸が 予知せられ、 それ を 予防す る摯 実な 必要から そ 

れを 避けて いるので あり、 あるいは 結婚 もせず 親と も 

ならない 方が かえって 他の 事に 由って 人間の 本務 —— - 

人類の 幸福の 増加 —— をより 自由に、 より 猛烈に 実現 

し 得る 所以から わざと 夫妻 父母の 生活 を 避けて いるの 

である。 また 夫婦生活 を 開きながら 生理的に 親と なり 

得ない 男女が ある。 それ は 親と なること を 避けて いる 

ので はない が、 余 議 なく 男 は 父性から、 女 は 母性から 



ドイツ しょ-つよう 

ヴ エル 女史が 去年 独逸 軍の ために 捕えられて 従容 と 

して 死刑に 就いた ような こと は、 母性 中心 説から 見れ 

ば 当然 批難 せらるべき ことであろう。 女史 は 未婚で 終 

り、 母性 を 実現せ ずに 国難に 殉 じて しまったから。 し 

かし 女史 自身の 最後の 微笑 は 自分の 権利と 義務 を 世界 

人類の ために 正しく 履行した ことの 満足 を 示して いる。 

女史 は 人の子 を 生まなかった けれども その代りに 人道 

の 母と なった。 女史の この 事蹟に 尊敬 を惜 まない 人な 

ら、 女の 生活と して 母性の みが 絶対に 尊厳な もので な 

く、 母性 も 貴重で ある けれども、 人間の 本務 を 発揮す 

る 尊厳な 生活 は その外に も 無限に あって、 それ は 個人 



も 一 人の子 供 を 養い 得る だけの 経済的 自活 力 を 持ちな 

がら、 容貌の 美 を 失ったり、 産褥の 苦痛に 逡 巡した 

り、 性交の 快楽 を 減じたり する 理由から 妊娠 をぎ い、 

または 生 児の 養育 を 他人に 託する ような こと を 弁護す 

る 者で は 断じてない。 その 女の 生活が 絶対的 母性 中心 

から 遠ざかつ ている という 根拠からで なく、 その 女み 

ずから がより 好く 生きる のに 必要な 誠実と、 聡明と、 

勇気と を 欠いて いるの が 私に は 不満な からで ある。 豊 

富な 性情と 健康な 体質と を 持った 女 は 子供 も 産む がよ 

い、 社会的 事業に も 従事 するがよい、 その他 能う かぎ 

た た ま ^9 ま ^9 パ ス 

り 何事に 向っても 多々 益々 弁じて 欲しい と 私 は 思 つ て 



して 現実の 世界に は 性情と 境遇 を 異にした 無数の 女が 

存在して いて、 絶対に 母性 中心 説 を 適用す る ことの 不 

可能な ことが ここに も 暗示され ている ように 想われる。 

我国の 婦人の 大多数 は 盛に 子供 を 生んで 毎年 六、 七 

十万ず つの 人口 を增 している。 あるいは 国力に 比べて 

増し 過ぎる という 議論 さえ ある。 私たち はむしろ この 

多産の 事実に ついて 厳粛に 反省せ ねばならない 時に 臨 

んで いる。 旧式な 賢母 良妻 主義に 人間の 活動 を 束縛す 

る 不自然な 母性 中心 説 を 加味し てこの 上人 口の 増殖 を 

けいちょう 

奨励す るよう な 軽佻 な 流行 を 見ない ようにした いも 

ので ある。 二 九 一 六 年 二月) 



(『太陽』 一 九 一 六 年 二月) 
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